
 
 
 

 

いよいよ夏到来です。１学期も７月 20 日（水）で終わり，夏休みに入ります。７月 22 日（金）からは夏

季課外が始まります。各教科から出された宿題を確実に済ませ，それぞれの学習目標進路目標を明確に立

て，目標を達成できる行動力を身に付け，有意義な夏を過ごしましょう。 

 「夏季課外」実施！  
７月 22 日（金）から下記の日程で，前期・後期と夏季課外を実施します。「学力

向上」が一番の目的ですが，「基本的生活習慣」の確立もねらいの一つです。特

に，３年生は「推薦選考」に大きく影響するので，無断欠席や遅刻がないように

積極的に参加しましょう！！ 
また，夏休みが終わるとすぐに「９月課題考査」が実施されます。ここ最近「課題

考査」への取組が消極的である人たちが見受けられます。「考査」「試験」には，

「順位」がつきものです。できるだけいい点数を取って，納得のいく「結果」が得ら

れるように，万全の準備を行い臨みましょう。 
【 夏季課外期間 】 

学 年 前  期 後  期 

全学年 ７／22（金）～７／29（金） ８／18（木）～８／26（金） 

 「三者面談」実施！  
前期夏季課外と並行して，全学年三者面談が実施されます。高校生活全般につ

いて，学校と家庭で「自分自身」について語り合う絶好の機会です。進路に関す

る話題も触れられると思います。是非この機会に「自分は○○したいと考えてい

る」「卒業後は○○に進みたい」「将来は○○として社会に貢献したい」等々，

「自分自身」の意思をしっかり伝えられるように，時間を見つけて三者面談に向

けての準備をしましょう。 

 求人票受付開始  
７月１日（金）より，今年度の求人票の受付が開始となりました。今年度も

例年通り就職試験は９月16日(金)から開始となります。 

県内・県外からの求人票が本校にも届き始めています。一昨年度は新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響で，募集・採用の日程等に変更がありました。企

業によっては，募集規模を縮小あるいは停止するところもありますが，例年通

りの求人を募集する企業もあります。県内企業に関しては昨年と比較して求人

数が増加しています。 

就職を希望する３年生は，ある程度受けたい企業が決まっているかと思いますが，今年度募集の有無を確

認し，後々のミスマッチがないよう，応募前職場見学も活用しましょう。また保護者とも相談した上で，三

者面談でしっかりと自分の意志を伝えられるようにしましょう。８月24日(水)に校内選考会を実施します。

「選考会前面接カード」を利用し，選考会前に必ず複数の先生方の面接指導を受けること。試験

日程はみんなの都合で動くことはありません。最善の準備を行うとともに何をすべきかの「優先順位」

をきちんと決め，内定をしっかり勝ち取れるよう最善の試験対策を行いましょう。 
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 夏休みの過ごし方について  
夏休みを有意義に過ごすためには，事前にしっかりと学習計画を立てておくことが大切です。特に課外が

休みとなる８月の上旬・中旬は気が抜けてしまいがちなので気をつけましょう。特に中旬は生活習慣が乱れ

ると，18日から始まる後期課外，さらに９月１日からの２学期開始に生活のペースが追いつかなくなります

ので注意が必要です。計画を考えるときは以下のポイントに注意しましょう。         

○ 学期中の生活パターンを崩さない。（起床，就寝の時間など）              

○ 無理のない学習計画を立てる。（詰め込みすぎではないか？「予備日」など設定しているか。）                      

○ 学校で出された課題の学習を最優先する。 

・ 夏休みの課題には，これまでの学習のポイントが多く含まれているので，課題にしっかり取り組

むことで復習もできます。 

 

 夏休みは進路情報の収集に努めましょう  
夏休みは学期中と比べ自由に使える時間が多くなります。この機会を，進路を見据えた進学・就職等の情

報収集に活用しましょう。３年生はすでに動き始めていると思いますので，ここでは特に１・２年生に自分

のこととして考えてもらいたいです。 

○ 「進路の手引き」を活用しましょう。 

・４月に配布された「進路の手引き」をよく読みましたか？進学・就職など進路に関する様々な情報

が掲載されています。まだ読んでいない人はこの機会によく読んでみましょう。 

○ 進路講義室１を利用しましょう。 

・パンフレット等もあります。最も身近な情報収集の場です。 

○ オープンキャンパス，学校説明会を利用しましょう。 

  ・コロナ禍の影響でウェブサイト等を利用したオンライン型で実施する学校もありますが，進路決定に

関して有用な情報を得ることができる機会です。  

○ 新聞やテレビなどのニュース番組を見ましょう。 

・進学・就職にかかわらず社会情勢を見つめることは大切です。同時に進路に関する有益な情報を得る 

 ことができます。進路指導室には「新聞ダイジェスト」という冊子があります。 

○ 先生方に相談してみましょう。 

・「自分はこういう進路に進みたいのだけれど…。」と思いきって先生方に相談してみましょう。 

 本校には多くの先生方がおられます。先生方の中にはこれまで様々な進路の指導をされた経験がありま  

すす。そこから，貴重なアドバイスをいただくことができるかもしれません。一人の知恵よりも多くの人   

人々の知恵を進路実現に役立てたいものです。 

○ 高大連携模擬授業を役立てましょう。 

・文理科学科の１・２年生，商業科の２年生は７月29日 

（金）に高大連携模擬授業があります。 

県内８つの大学・短大から15名の先生方をお招きし，授 

業を行っていただきます。将来の進路目標が定まってい 

る生徒も，まだ定まっていない生徒も進路選択の動機づ 

けになると思います。 

 


